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新聞紙ダーツ

　授
業「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」（
自
由
に
選
択
希
望
で
き

る
科
目
。在
学
中
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
取
得
可
）の
一
環

で
、子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
道
具〝
お
も
ち
ゃ
〞の

製
作
を
し
ま
し
た
。〝
お
も

ち
ゃ
〞に
は「
め
あ
て
」が
あ

り
、お
も
ち
ゃ
遊
び
を
通
し

て「
順
番
を
守
る
こ
と
」「
お

友
だ
ち
と
仲
良
く
協
力
す
る

こ
と
」等
、就
学
に
必
要
な
ス

キ
ル
獲
得
を
目
的
に
製
作
し

ま
し
た
。作
品
は
三
成
幼
児

園
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●記入していただいていた「めあて」を子どもたちに読み、遊びを開始しました。
●就学前の子どもたちに対し「友だちと力を合わせること、協力すること」を目的としていた
点がよかったです。目的や発達、年齢に合わせた対応が必要だと私たちも学びました。
●友だちのダーツが入ると一緒に喜び、順番を守ったり、たくさん手に取った子に「仲間で
使うんだよ」と声をかける姿もみられました。

“おもちゃ”製作を通して就学を支援
学校法人 仁多学園
島根リハビリテーション学院

　
町
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
進
め
て
い
る「
横
田
高
校
魅
力

化
」の
取
り
組
み
の
う
ち
、令
和
４
年
度
に
新
し
く
実
施
し
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

○
小
学
生
対
象
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
小
学
生
と
高
校
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た
い
と
願
い
、本

校
を
会
場
に
８
月
と
３
月
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。参
加
小

学
生
の
人
数
は
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、３
月
の
参

加
者
の
う
ち
３
分
の
２
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
し
た
。案
内
役
を

務
め
た
高
校
生
に
も
大
き
な
収
穫
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

○
島
根
大
学
医
学
部
訪
問

　
２
月
に
、医
療
系
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
生
徒
が
訪
問
し

ま
し
た
。こ
の
交
流
会
が
実
現
し
た
の
は
、医
学
部
の
岩
下
義

明
教
授
が
、「
横
田
高
校
は
地
域
と
連
携
し
た
取
組
を
熱
心
に

行
っ
て
い
て
、そ
の
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
県
外
か
ら
の
入
学

生
も
い
る
」こ
と
を
知
っ
て
本
校
に
興
味
関
心
を
抱
か
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。大
学
側
は
大
学
生
だ
け
で
な
く
研
修

医
や
教
授
等
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
く
だ
さ
り
、マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
近
い
形
で
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

○
お
く
ま
な
に
京
大
生
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
横
高
生
が
学
習
内
容
や
学
習
方
法
に
つ
い
て
気
軽
に
質
問

で
き
る
よ
う
に
、稲
陵
会
館
に
設
置
し
て
い
る
自
学
ス
ペ
ー
ス

「
お
く
ま
な
」と
京
都
大
学
の
学
生
を
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
つ
な
ぐ
と
い

う
取
り
組
み
を
３
月
に
試
験
的
に
行
い
ま
し
た
。参
加
し
た

生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
京
大
生
に
質
問
を
し
て
、有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
高
校
魅
力
化
の
取
り
組

み
が
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
な
る
よ
う
、内
容
や
広

報
を
さ
ら
に
工
夫
し
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
地
域
の
皆
様
方
の

応
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

牛乳パック竹とんぼ レクリエーション受講生　2年理学・作業療法学科8名

三成幼児園の先生方からコメント

ダ
ン
ボ
ー
ル
バ
ス
ケ
ッ
ト

子育てや介護などの一部の手続きについて、国が運営するマイナポータルの「ぴったりサービス」を利用して、
４月１日からオンライン申請（電子申請）ができるようになりました。

　町では、国の方針に基づき、新型コロナウイルス感染症の重症化予防を目的として、令和５年春接種を５月
下旬頃より開始します。

●対象者 新型コロナワクチン初回接種（１・２回目）を終了した方のうち、
①６５歳以上の方、　②５歳～６４歳の基礎疾患を有する方、　③医療従事者等

●接種券について １. 対象者のうち、オミクロン株対応２価ワクチンを接種していない方
  　　→お手持ちの接種券をそのままご使用ください。
  ２. ６５歳以上で、オミクロン株対応２価ワクチンを既に１回接種された方
  　　→新しい接種券を4月下旬以降に順次発送します。
  ３. 次に該当する方 ５歳～６４歳の基礎疾患を有する方
  　　　 医療従事者等のうち勤務先が町外の方
  　　　 上記１のうち、接種券が手元にない方
  　　→接種券の申請が必要です。

■ 児童手当（こども家庭支援課　電話：54-2504）
・児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての認定請求
・児童手当等の額の改定の請求及び届出
・氏名変更/住所変更等の届出
・受給事由消滅の届出
・未支払の児童手当等の請求
・児童手当等に係る寄附の申出
・児童手当に係る寄附変更等の申出
・受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
・受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変更等の申出
・児童手当等の現況届

■ 保育（こども家庭支援課　電話：54-2504）
・支給認定の申請（施設型給付費（保育所）支給認定申請書）
・保育施設等の利用申込
・保育施設等の現況届

■ 児童扶養手当（福祉事務所　電話：54-2541）
・児童扶養手当の現況届（事前送信）

■ 母子保健（健康福祉課　電話：54-2781）
・妊娠の届出

■ 介護保険（健康福祉課　電話：54-2511）
・要介護・要支援認定の申請
・要介護・要支援更新認定の申請
・要介護・要支援状態区分変更認定の申請
・居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の
届出
・介護保険負担割合証の再交付申請
・被保険者証の再交付申請
・高額介護（予防）サービス費の支給申請
・介護保険負担限度額認定申請
・居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
・居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
（住宅改修前）
・居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
（住宅改修後）
・住所移転後の要介護・要支援認定申請

マイナポータル
https://myna.go.jp/

請

ぴったりサービスを利用したオンライン申請サービス開始

令和５年春開始接種のお知らせ

オンライン申請に必要なもの
・申請者本人のマイナンバーカード
　・マイナンバーカード電子証明書の暗証番号
　・スマートフォンまたはパソコン ＋ ICカードリーダライタ

ぴったりサービスから申請できる手続き　　※受付期間外は表示されない手続きがあります

新型コロナワクチン

【お問い合わせ・申請書類等送付先】健康福祉課健康づくり推進１係　電話：５４-２５３１

【申 請 書】　・仁多庁舎健康福祉課、横田庁舎税務課、町内医療機関に設置
　　　　　　　・町ホームページに掲載
【申請窓口】　・仁多庁舎健康福祉課　及び　横田庁舎税務課
　　　　　　　　郵送での申請も受付けます。下記の送付先へお送りください。
【申請に必要な資料】　①接種券発行申請書（新型コロナウイルス感染症）
　　　　　　　　　　　②接種履歴がわかる書類（接種済証、接種証明書、接種記録書）

その他
詳しい内容について、
案内文書または
町ホームページを
ご覧ください。

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

横田高校魅力化の取り組みを紹介します


